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当
商
工
会
議
所
女
性
会
（
猪
熊
幸
江
会

長
）
が
、
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合

会
が
実
施
す
る
「
個
と
し
て
光
る
」
女
性

会
事
業
表
彰
で
、
最
優
秀
に
あ
た
る
日
本

商
工
会
議
所
会
頭
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

当
所
の
女
性
会
は
地
産
地
消
事
業
の
一
環

と
し
て
「
さ
が
み
の
桑
茶
・
と
う
と
る
ん
」

を
製
造
販
売
。
普
及
に
力
を
注
い
で
い
ま

す
。
こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
10
月

２
日
に
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
受
賞

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
猪
熊
会
長
は
「
当
会
の
活
動
が
評
価

さ
れ
て
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
戴
で
き
、

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
今
回
の
受
賞
は
、
農
家
の

方
々
を
は
じ
め
、
こ
の
事
業
に
賛
同
し
、
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
お
陰
だ
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
『
さ
が
み
の
桑
茶
・
と
う

と
る
ん
』
が
相
模
原
の
特
産
と
し
て
多
く
の
方
に

愛
飲
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　
「
と
う
と
る
ん
」
は
平
成
25
年
か
ら
、
同
会
が

製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。
桑
茶
に
は
、
特
殊
成
分

「
デ
オ
キ
シ
ノ
ギ
リ
マ
シ
ン
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
た
り
、
脂
肪
燃
焼

の
効
用
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
相
模
原
は
か
つ
て
、
養
蚕
・
製
糸
業
が

盛
ん
で
し
た
。
養
蚕
に
欠
か
せ
な
い
の
が
桑
の
葉

で
、
ど
の
農
家
も
桑
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
歴
史
的
な
地
場
産
業
で
あ
っ
た
「
桑

の
葉
」
と
そ
の
効
果
に
着
目
。
相
模
原
の
特
産
品

と
し
て
育
成
し
よ
う
と
平
成
22
年
か
ら
開
発
を
進

め
て
い
ま
し
た
。

　

県
衛
生
研

究
所
や
県
農

業
技
術
セ
ン

タ
ー
、
産
業

技
術
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
公

的
機
関
、
お

茶
の
産
地
で

あ
る
静
岡
県

の
製
茶
業
者
と
も
連
携
を
進
め
、
商
品
化
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
原
材
料
と
な
る
「
桑
の
葉
」
を
確
保

す
る
た
め
、
相
模
原
の
地
元
農
家
と
も
協
議
。
農

地
で
使
わ
れ
て
い
な
い
桑
の
葉
の
栽
培
を
促
す
こ

と
で
、
耕
作
意
欲
の
復
活
に
も
寄
与
し
ま
し
た
。

　

実
際
の
商
品
開
発
で
は
試
行
錯
誤
だ
っ
た
と
言

い
ま
す
。
飲
み
や
す
い
よ
う
に
、
桑
の
葉
を
パ
ウ

ダ
ー
状
に
し
た
ほ
か
、
桑
の
臭
み
を
消
す
た
め
に

玄
米
を
ブ
レ
ン
ド
し
ま
し
た
。（
実
用
新
案
登
録

済
み
）

　
「
と
う
と
る
ん
」
の
生
産
は
、
農
家
で
の
桑
摘

み
作
業
か
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ
包
装
に
至
る
ま
で
、
女

性
会
の
会
員
が
一
つ
一
つ
手
作
業
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
販
売
の
ほ
か
、

女
性
会
所
属
店
舗
や
Ｊ
Ａ
販
売
店
な
ど
、
市
内
８

店
舗
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
価
格
は
、
ス
テ
ィ
ッ

ク
（
０
・
８
㌘
）
20
本
入
り
が
１
２
８
０
円
、
40

本
入
り
が
２
４
８
０
円
。
ほ
か
に
、
40
㌘
が
入
っ

た
お
徳
用
が
１
９
８
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
８
月
よ
り
玄
米
の
風
味
を
生
か
し
た
桑
茶
飴

も
開
発
・
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
（
３
０
０
円
）。

い
ず
れ
も
税
込
み
。

　

今
年
２
月
に

は
県
か
ら
「
か

な
が
わ
な
で
し

こ
ブ
ラ
ン
ド
」

に
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

猪
熊
会
長
は

「
ま
ず
は
市
内

で
『
と
う
と
る

ん
』
の
知
名
度

を
上
げ
て
、
相

模
原
の
特
産
品
と
し
て
全
国
的
に
広
め
て
い
き
た

い
で
す
。
さ
ら
に
、
当
会
の
も
う
一
つ
の
活
動
主

要
テ
ー
マ
で
あ
る
環
境
と
福
祉
事
業
と
も
連
携
し

な
が
ら
生
活
習
慣
病
の
改
善
に
役
立
て
て
い
き
た

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
当
所
女
性
会
担
当
☎
０
４
２

－
７
５
３
－
８
１
３
５
ま
で
。

「
地
産
地
消
」で
桑
茶
を
商
品
化

日商 三村会頭から表彰状が授与された

「とうとるん」に携わる女性会会員

桑摘み作業中の方々と桑畑にてパウダーで飲みやすくした商品

女性会

日
商
会
頭
賞
を
受
賞

�

「
と
う
と
る
ん
」の
取
り
組
み
評
価
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トップインタビュー 会員紹介

―
開
業
し
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
「
開
店
し
た
の
は
ち
ょ
う
ど
２
ヶ
月
前
に
な
り

ま
す
。
専
門
学
校
を
卒
業
し
て
、
も
う
30
年
は
美

容
師
を
や
っ
て
い
ま
す
。
直
近
は
橋
本
で
パ
ー
ト

タ
イ
ム
の
美
容
師
を
し
て
い
ま
し
た
。
開
業
の
き

っ
か
け
は
、
計
画
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

事
情
が
あ
っ
て
前
の
職
場
を
離
れ
ま
し
た
が
、
娘

が
美
容
師
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
こ
で
独
立

を
考
え
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
家
族
も
背
中

を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
」

　

女
性
活
用
を
成
長
戦
略
の
中
核
と
位
置
づ

け
る
安
倍
内
閣
は
、「
指
導
的
な
地
位
を
占

め
る
女
性
の
割
合
を
、
２
０
２
０
年
ま
で
に

30
％
」
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
れ

に
伴
い
、今
後
は
地
域
で
も
「
女
性
起
業
家
」

の
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
当
商
工
会
議

所
か
ら
ほ
ど
近
い
中
央
区
中
央
３
丁
目
に
７

月
、美
容
院
「
ヘ
ア
ー
メ
イ
ク
・
モ
ア
ニ
（
ｍ

ｏ
ａ
ｎ
ｉ
）」。
美
容
師
と
し
て
十
分
な
キ
ャ

リ
ア
を
積
ん
だ
落
合
亜
樹
子
さ
ん
が
開
業
し

た
。
落
合
さ
ん
は
開
業
前
に
、
当
所
が
今
年

度
に
実
施
し
た
女
性
起
業
家
セ
ミ
ナ
ー
を
受

講
。
し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め
た
。

が
大
変
で
す
が
、
常
に
勉
強
と
言
え
ま
す
」

―
店
の
特
徴
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
「
店
内
は
私
の
好
き
な
ハ
ワ
イ
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
内
装
に
し
て
い
ま
す
。
30
代
後
半
～
40
歳
代
以

上
の
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
男
性
客
も
歓
迎
で
す
。
パ
ー
マ
や
カ
ラ
ー

の
薬
剤
に
は
こ
だ
わ
っ
て
ま
す
。
カ
ラ
ー
は
ハ
ー

ブ
13
種
類
を
使
っ
て
い
る
地
肌
に
や
さ
し
い
も
の
。

パ
ー
マ
も
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
配
合
し
て
髪
の
毛

を
で
き
る
だ
け
傷
ま
せ
な
い
よ
う
に
や
っ
て
い

ま
す
。営
業
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時（
最

終
受
け
付
け
）
ま
で
に
な
り
ま
す
。
定
休
日
は
毎

―
開
業
し
て
か
ら
感
触
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
「
長
い
こ
と
美
容
師
を
や
っ
て
き
た
の
で
、
固

定
の
お
客
さ
ん
が
通
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
紹
介

も
多
い
で
す
。
と
に
か
く
今
は
開
業
し
た
ば
か
り

な
の
で
、
地
元
で
の
知
名
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
半

年
位
か
け
て
定
着
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

チ
ラ
シ
配
り
な
ど
、
家
族
も
協
力
し
て
く
れ
て
い

ま
す
」

　
「
美
容
師
と
い
う
仕
事
の
魅
力
は
、
な
ん
と
言

っ
て
も
〝
人
〟
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
お
客
さ
ん
と

の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
技
術
は
時
代
と
と
も
に

ト
レ
ン
ド
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
追
い
つ
く
の

週
火
曜
日
と
第
１
・
第
３
日
曜
日
で
す
」

―
今
後
の
目
標
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
「
出
店
数
を
増
や
し
て
規
模
拡
大
を
追
求
す
る

大
手
チ
ェ
ー
ン
と
は
一
線
を
画
し
ま
す
。
地
域
に

根
ざ
し
た
お
店
を
目
指
し
た
い
で
す
。
敷
居
が
低

く
、
お
客
さ
ん
が
髪
を
切
り
に
来
る
だ
け
で
は
な

く
、
何
と
な
く
遊
び
に
寄
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、

地
域
で
愛
さ
れ
る
店
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
将

来
、
従
業
員
を
雇
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
ま
つ

毛
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
や
ネ
イ
ル
な
ど
も
メ
ニ

ュ
ー
に
加
え
て
い
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

Top 
Interview
Top 
Interview
トップ
インタビュー
トップ
インタビュー

笑顔で迎える代表の落合さん

ヘ
ア
ー
メ
イ
ク

�

「
モ
ア
ニ
」
代
表

落
合
亜
樹
子 

さん

相
模
原
市
中
央
区
中
央
３
︲
８
︲
５

☎ 

０
４
２
︲
７
３
０
︲
６
７
７
０

「
地
域
で
愛
さ
れ
る
店
に
」

�

髪
と
肌
に
も
や
さ
し
く

ハワイをイメージした店内

パープルを基調とした外観
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もくじ／会議所カレンダーインフォメーション

相
模
原
商
工
会
議
所

本
所
・
支
所
案
内

10月14日㈫～11月12日㈬
★印の行事は今月号会報に詳細が掲載されています。【　】内は掲載ページ。

会議所カレンダー

10　
月

14日（火）
日商簿記検定　窓口申込（～10/17）
15日（水）
中小企業海外展開セミナー（製造業・非製造業編）
16日（木）
商業部会 １０月度定例会
新規事業展開・経営革新セミナー④
17日（金）
工業部会 GETプロジェクト視察事業
市長を囲む懇談会
20日（月）
相模原お店大賞実行委員会　
第38回相模原珠算競技大会窓口受付（～24日）
中小企業海外進出展開セミナー（製造業編）
21日（火）
販路拡大・営業力向上セミナー①
青年部 1０月度をぐり会議
工業部会 KIZUNAプロジェクト会議
22日（水）
ザ・商談！し・ご・と発掘市
不動産業部会正副部会長・部会委員会合同会議
販路拡大・営業力向上セミナー②
新規事業展開・経営革新セミナー⑤
23日（木）
ISO14001内部監査員養成セミナー（～24日）
BCP入門セミナー
展示会活用販路拡大セミナー
24日（金）
青年部 第34回 関東ブロック大会かながわ藤沢大会（～25日）
販路拡大・営業力向上セミナー③
甲府・八王子・相模原商工会議所連携交流会議設立総会・懇親会
25日（土）
創業スクール③
26日（日）
日商珠算検定試験
27日（月）
会員親睦チャリティゴルフ大会
中小企業海外進出展開セミナー（非製造業編）
28日（火）
販路拡大・営業力向上セミナー④
青工研 三役会
29日（水）
販路拡大・営業力向上セミナー⑤
相模原お店大賞 選考委員会プレゼント抽選会
30日（木）
若年就職面接会

11　
月

1日（土）
★【P2】潤水都市さがみはらフェスタ2014（～2日）
相模原はやぶさリレーマラソン
近未来研 移動例会（～11/5）
5日（水）
新規事業展開・経営革新セミナー　個別相談会
6日（木）
青工研 役員会
7日（金）
新規事業展開・経営革新セミナー　個別相談会
8日（土）
創業スクール④
10日（月）
中小企業神奈川県総決起大会
12日（水）
金融個別相談会
都産研 11月度 役員会・定例会

本　所
〒252-0239
相模原市中央区中央3-12-3

☎：042-753-1315

相模原

相模原
パークレーンズ

←八王子 横浜→

JR横浜線

スルガ銀行
相模原支店

相模原
市役所

相模原警察署

市立
清新中学校

市立
中央中学校

合同庁舎

相模原
商工会議所本所

南支所
〒252-0303
相模原市南区相模大野4-5-1
市民ロビー相模大野2F

☎：042-746-3619

←八王子

相模女子大学

県立
相模大野高等学校 伊勢丹

相模原店本館

相模女子大学
グリーンホール

相模大野
中央公園

ボーノ
相模大野

モアーズ

相模原
商工会議所南支所

相
模
大
野

小
田
急
線

小
田
原
↓

座
間
↓

↑
新
宿

↑
町
田

相談内容 日　　時 場所

法律相談
弁護士による相談

10/10㈮・10/17㈮・10/24㈮・11/7㈮
13:00～16:00 本 所

創業・経営革新相談
中小企業診断士による相談

10/23㈭・11/6㈭･11/12㈬
10:00～12:00･13:00～16:00 本 所

10/16㈭
10:00～12:00･13:00～16:00 南支所

発明相談
発明協会相談員による相談

11/13㈭
13:00～16:00 本 所

許認可相談
行政書士による相談

10/17㈮
13:00～16:00 本 所

税務相談
税理士による相談

10/16㈭・10/23㈭・11/6㈭・11/13㈭
13:00～16:00 本 所

労務相談
社会保険労務士による相談

10/14㈫･11/11㈫
13:00～16:00 本 所

受発注相談
産業振興センター相談員による相談

10/22㈬･11/12㈬
13:00～16:00 本 所

その他各種相談 ※�経営全般、事業承継相談、IT相談、経営
安定相談等の各種相談も承っております。 本 所

ご予約・お問い合わせ：本所経営支援課：☎ 042-753-8135
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インフォメーション

神奈川県相模原市中央区淵野辺４丁目16番14号

　

新
製
品
や
新
技
術
開
発
で
成
果
を
挙
げ
た
県
内

企
業
を
表
彰
す
る
「
か
な
が
わ
産
業
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
大

賞
２
０
１
４
」（
神
奈
川
県
経
営
者
福
祉
振
興
財

団
主
催
）
表
彰
式
が
９
月
11
日
、
県
民
共
済
み
ら

い
ホ
ー
ル
（
横
浜
市
中
区
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
商
工
会
議
所
管
内
か
ら
、
㈱
向
洋
技
研
（
中

央
区
田
名
、

代
表
取
締

役　

甲
斐

美
利
氏
、

当
所
常
議

員
・
２
号

議
員
）
が

フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
部
門

の
大
賞
を

受
賞
し
ま

し
た
。
同

社
の
高
速

溶
接
技
術

は
、
鉄
や

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
の
素
材
を
、
瞬
時
に
ス
ポ
ッ

ト
溶
接
し
、
超
小
型
の
溶
接
電
源
で
消
費
電
力
を

抑
え
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

な
お
、
来
年
２
月
に
開
催
さ
れ
る
「
ヨ
コ
ハ
マ

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
５
」
に
「
か
な
が
わ

産
業
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
大
賞
２
０
１
４
」
受
賞
事
業
と
し

て
出
展
ブ
ー
ス
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

当
商
工
会
議
所
で
は
９
月
10
・
17
・
26
日
、
大

学
生
な
ど
を
対
象
に
市
内
中
小
企
業
の
現
場
を
見

学
す
る
『
中
小
企
業
魅
力
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー
』
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
就
職
活
動
を
控
え
た
大
学
生
ら

に
、中
小
企
業
で
働
く
「
魅
力
」
や
「
や
り
が
い
」

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
見
学
先
と
し
て
、
㈱
松
尾
商
行
（
中
央

区
千
代
田
）・
㈱
イ
ノ
ウ
エ
（
緑
区
鳥
屋
）・
㈱
コ

バ
ヤ
シ
精
密
工
業
（
南
区
大
野
台
）・
㈱
マ
ー
ク

電
子
（
緑
区
橋
本
台
）・
㈱
リ
ガ
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト

（
南
区
大
野
台
）･

日
本
リ
フ
ト
㈱
（
緑
区
西
橋
本
）

の
全
６
社
を
３
日
間
の
日
程
で
訪
問
し
、
延
べ
約

60
人
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
訪
問
先
で
は
、
実
際
に
稼
動
し
て
い
る
工
場

な
ど
を
見
学
し
、
経
営
者
や
現
場
作
業
員
の
方
か

ら
直
接
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
経
営

者
か
ら
の
講
話

や
若
手
社
員
と

の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
も
行
い
、

中
小
企
業
で
働

く
「
魅
力
」
や

「
や
り
が
い
」

に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学

生
か
ら
は
、「
社
長
の
人
柄
・
情
熱
に
惹
か
れ
た
」

「
自
分
の
仕
事
が
誰
か
の
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と

が
目
に
見
え
る
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
学
生

に
と
っ
て
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

当
商
工
会
議
所
で
は
９
月
11
日
、
ソ
レ
イ
ユ
さ

が
み
で
会
員
企
業
相
互
の
情
報
交
換
や
取
引
拡
大

を
目
的
と
し
た
会
員
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
（
緑
区
会

場
版
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
交
流
会
は
、
平
成
25
年
度
よ
り
行
政
区
（
南

区
・
中
央
区
・
緑
区
）
を
単
位
と
し
て
開
催
し
た

も
の
で
今
回
は
、
緑
区
を
会
場
に
会
員
22
社
23
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
参
加
者
を
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
自

社
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
第
２
部
で
は
、
自
然
派
ワ
イ
ン

バ
ル　

ナ
ナ
フ
ク
（
緑
区
橋
本
）
で
参
加
者
全
員

に
よ
る
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
配
布

し
た
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
も
と
に
、
名
刺
交
換

や
活
発
な
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

交
流
会
の
参
加
者
か
ら
は
「
多
く
の
方
と
名
刺

交
換
が
出

来
て
良
か

っ
た
」「
今

後
も
継
続

し
て
実
施

し
て
欲
し

い
」
な
ど

の
感
想
も

あ
り
、
成

功
裡
に
終

了
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、
11
月
18
日
に
中
央
区
版

の
会
員
交
流
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

産
業
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
大
賞

㈱
向
洋
技
研
が
大
賞
を
受
賞

中
小
企
業
の
魅
力
発
見
！

�

「
バ
ス
ツ
ア
ー
」を
開
催

�

大
学
生
な
ど
60
人
が
市
内
企
業
見
学

経営者から話を聞く学生

熱心に会社説明を聞く学生22社参加

会
員
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

�

「
緑
区
版
」を
開
催

第 １部でのグループ交流

受賞した甲斐社長（前列右から ２番目）
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インフォメーション

峰山霊園 墓石注文受付中相模原
市　営

本社　〒252-0324  神奈川県相模原市南区相武台1-25-7
ホームページアドレス：http://www.kanagawa-sekizai.co.jp

地元だからできる信頼と完全なアフターサービス

　0120-00-1514電話代無料

電話受付時間
午前9時～午後5時・火曜定休

全 優 石 認 定
全国優良石材店

外柵、石塔などの建墓に関する
保証の「保証書」を発行します。

Tel 042-747-5154
霊園総合案内センター

　

正
副
会
頭
は
９
月
９
日
・
10
日
、
安
川
電
機
本

社
工
場
や
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
を
視
察

す
る
た
め
北
九
州
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
利
島
康
司
北
九
州
商
工
会
議
所
会
頭

は
じ
め
役
員
・
事
務
局
幹
部
と
の
懇
談
後
、
㈱
安

川
電
機
本
社
工
場
の
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
生
産
ラ
イ
ン

の
見
学
や
、

介
護
や
福
祉

な
ど
生
活
支

援
ロ
ボ
ッ
ト

等
の
研
究
開

発
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

説
明
を
受
け

ま
し
た
。
そ

の
後
、
ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
創
造

地
区
（
八
幡

東
田
地
区
）
を
視
察
し
、
水
素
や
工
場
廃
熱
な
ど

隣
接
す
る
産
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
の
事
例

や
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
目
標
（
基
準
年
か
ら
50
％
削
減
）

の
達
成
状
況
等
の
説
明
を
受
け
た
ほ
か
、
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
当
所
で
は
、

今
回
の
研
修
を
も
と
に
、
今
後
の
相
模
原
市
に
お

け
る
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
等
の
振
興
や
、
環
境
面
に
配

慮
し
た
街
づ
く
り
の
推
進
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
の
取
り
組
み
・

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
事
業
を
視
察

�

正
副
会
頭
が
北
九
州
市
を
訪
問利島会頭（右中央）から説明を受ける当所正副会頭

商
店
会
員
ら
約
７
５
０
人
が
参
加
。

第13回
さ
が
み
は
ら
　
　

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
を
実
施

　

地
域
の
商
店
街
（
会
）
の
会
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
が
協
力
し
あ
い
地
元
の
ま
ち
を
一
斉
に

清
掃
す
る
「
第
13
回
さ
が
み
は
ら
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
」
を
９
月
21
日
～
27
日
、
各
地
商
店
街
で
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、
31
の
商
店
会

な
ど
で
、
商
店
会
員
、
地
域
住
民
、
学
生
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
地
元
企
業
な
ど
約
７
５
０
人
が
街
の

美
化
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
相
模
原
市
商
店
街
地
域
貢
献
活

動
推
進
協
議
会（
武
内
英
雄
会
長
）が
主
催
し
、「
地

域
の
お
客
様
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
商
店
街
」
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今

回
で
13
回
目
と
な
り
ま
す
。
地
元
の
自
治
会
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
学
生
等
の
参
加

に
加
え
、
大
手
企
業
の
参
加
も
あ
り
、
こ
の
事
業

が
地
域
の
行
事
と
し
て
浸
透
し
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
ま
し
た
。

　

各
地
域
で
は
、
街
頭
や
路
地
の
ご
み
や
タ
バ
コ

の
吸
殻
拾
い
、
草
む
し
り
を
隅
々
ま
で
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
は
、「
相
変
わ
ら
ず
、
タ
バ
コ
の
吸

殻
や
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
が
多
い
」
な
ど
ゴ
ミ
問

題
に
係
る
感
想
か
ら
、「
毎
回
、
近
隣
の
住
民
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
数
多
く
参
加
い
た
だ
い

て
、
大
変
助
け
ら
れ
、
あ
り
が
た
い
」、「
地
元
の

学
校
や
近
隣
の
企
業
の
方
々
の
協
力
が
得
ら
れ

た
」
な
ど
、
地
域
全
体
で
関
心
の
高
ま
り
が
伝
わ

る
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

参加した橋本商店街（協）の方々
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専門家に学ぶ

有限会社コウチヤ
　　　代表取締役　藤 田 　実相模原の　　　

　お店・企業版「インターネット活用術」㉙
■パソコンファーストからモバイルファーストへ
　スマートフォンの普及と連動するように、ここ数年パソコンか
らではなくスマートフォン、タブレットなどのモバイル端末から
ウェブサイトにアクセスするユーザーの割合が着実に増えていま
す。個人や外出先からのアクセスが多い業種では、既に全体の七
割以上がモバイル端末からのアクセスというケースもあります。
弊社のお客様のサイトでも、毎月、三割以上がモバイル端末から
のアクセスというのは当たり前で、六割以上というところもいく
つかあります。
　スマートフォンやタブレットの場合、いわゆる旧型の携帯電話

（ガラケー）とは異なり、パソコン用に作られたウェブサイトに
もほぼ問題無くアクセスできます。ただし、スマートフォンにパ
ソコンと同じ画面がそのまま縮小表示されるので、文字が小さく
て読みづらい、ボタンが小さすぎてタップしにくい、拡大縮小を
繰り返す必要があるといった面倒な点がありますが、それでも多
少不便なものの実用上の大きな問題はありません。とはいえアク
セスの半分以上がモバイル端末からというサイトでは、パソコン
ユーザーとモバイル端末ユーザーのどちらを優先するかというと
ころで既に逆転現象が起きています。まずモバイル端末ユーザー
を優先的に考慮し、パソコンユーザーはその次に意識してサイト
をデザイン、運営することを「モバイルファースト」といいます。
■レスポンシブデザインという仕組み
　以前は、携帯電話対応サイトやスマートフォンに最適化したサ
イトはパソコン用サイトとは別に作成する必要があり、パソコン
用サイトよりむしろ技術力が必要なために制作コストがさらにか
かるということがありました。
　ところが最近は、CMS（記事管理システム）の普及も有り、別々
にサイトを作るのではなく、一つのファイル（htmlソース）で、
パソコン用とスマートフォン用にそれぞれ適した形に表示を自動
的に切り替えるという仕組みが普及してきました。アクセス端末
の画面サイズなどからどのようなレイアウトで表示するかを切り
替える技術で、この仕組みを使ったデザインを「レスポンシブデ
ザイン」といいます。
　主に画面サイズ別に、スマートフォン、タブレット、パソコン
というケースに分けてレイアウトします。スマートフォンでは、
横並びの小さいメニューを避け、折りたたみの縦並びメニューに
することが多く、画面の幅に対する文字のサイズも大きくします。
また、パソコン用では、横に二列、三列といったレイアウトで記
事のブロックを配置しますが、スマートフォンでは縦一列に配置

しなおし、上下スクロールだけで移動できるようにします。メニ
ューだけでなく、本文部分にも折りたたみを多用したり、挿入し
ている画像を画面サイズにあうように縮小表示するといった特徴
もあります。
■利用者層などにより導入の検討を
　レスポンシブデザイン対応のホームページが作成できるかどう
かはウェブ制作業者の技術力にもよりますが、個人や外出先から
のアクセスが多いホームページやモバイルアクセスからの利便性
を向上したい場合は、ぜひ検討してみてください。WordPress
などのCMSにはレスポンシブデザイン対応のテンプレートなど
もありますので、比較的容易に対応することも可能です。

代表理事　長　田 　功
相模原市印刷広告協同組合

印刷・広告に関する事はどんなことでもご相談ください
官公需適格組合（平成20・03・18関東第125号）

〒252－0239　神奈川県相模原市中央区中央3－7－5
TEL 042－776－6100　FAX 042－776－5656

【図01】
パソコン用、タブレット・スマート
フォン横画面用、スマートフォン縦
画面用に表示を切り分けている例

【図02】
画面サイズにより、横並
びメニューを折りたたみ
表示に切り替えている例
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専門家に学ぶ

相模原商工会議所電力使用量 8 月電力使用量　17,287kwh（昨年同月24,859kwh） 当商工会議所ではエコアクション２１を認証取得
しております

　

地
域
に
お
い
て
地
球
温
暖
化
対
策
を
進
め
る
た

め
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
市
民
や
事
業
者
な
ど
の

様
々
な
主
体
が
参
加
し
、
協
力
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
の
た
め
に
は
、
日
頃
は
環
境
問
題
に
深
く
関

わ
っ
て
い
な
い
多
く
の
市
民
や
事
業
者
の
環
境
に
対

す
る
意
識
や
行
動
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
と
も
に
、
こ
れ
に
応
じ
た
取
り
組
み
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
し
か

し
、「
多
く
の
市
民
や
事
業
者
」
の
意
識
や
行
動
は
ま

さ
に
多
様
化
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
広
く

浅
い
取
り
組
み
で
は
、
効
果
が
薄
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
む
し
ろ
、
高
い
効
果
を
期
待
で
き
る
対
象
（
タ

ー
ゲ
ッ
ト
）
を
絞
っ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
対
象
を
絞
り
込
む
方
法
の
一
つ
が
企
業

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
行
わ
れ
る
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
（
グ
ル
ー
プ
分
け
）
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
（
対

象
の
絞
り
込
み
）
で
す
。
近
年
、
環
境
政
策
を
は
じ

め
と
し
て
市
民
の
参
加
や
協
力
が
求
め
ら
れ
る
行

政
施
策
の
分
野
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
考
え
方
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
同
じ
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
性
別

や
年
齢
、地
域
な
ど
に
よ
っ
て
も
可
能
で
す
。
し
か
し
、

よ
り
正
確
な
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
は
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
で
意
識
や
行
動
を
把
握
し
た
う

え
で
行
う
こ
と
が
有
効
で
す
。

　

例
え
ば
、
著
者
は
横
浜
市
地
球
温
暖
化
対
策
統
括

本
部
と
共
同
で
、
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
意
識
や
行

（
相
模
さ
ん
）
最
近
は
〝
Ｓ
Ｎ
Ｓ
〟（
注
）と
い
う

の
が
盛
ん
だ
ね
。

（
て
る
て
先
生
）
相
模
さ
ん
、使
っ
て
い
ま
す
か
？

（
相
模
）
い
や
あ
、
苦
手
意
識
が
あ
っ
て
・
・
・

（
て
る
て
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
は
い
ず
れ
お
話
し
た

い
で
す
が
、
今
回
は
そ
の
新
し
い
仕
組
み
と
、
こ

れ
ま
で
の
商
売
、
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
は
全
く
同
じ
な
ん
で
す
よ
。

（
相
模
）
本
当
に
？

（
て
る
て
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
自
店
の
情
報
発
信
を
受

け
取
る
意
思
表
示
し
て
い
る
人
を
「
フ
ォ
ロ
ワ
ー

と
か
「
友
達
」
等
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
方
は
実

際
の
お
客
様
も
い
ま
す
が
、
お
店
に
関
心
が
あ
っ

て
情
報
を
受
け
取
っ
て
い
る
だ
け
の
人
も
い
ま
す
。

（
相
模
）
な
る
ほ
ど
。

（
て
る
て
）
お
店
を
利
用
し
た
こ
と
は
無
い
け
れ

ど
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
方
、
機
会
が
あ
れ
ば
利

用
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
な
ど
は
、
潜
在
顧
客

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
そ
れ

を
「
関
心
客
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

（
相
模
）「
関
心
客
」
ね
え
。

（
て
る
て
）
店
頭
の
陳
列
や
看
板
、
あ
る
い
は
チ

ラ
シ
配
布
や
広
告
な
ど
は
お
店
で
普
通
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
お
客
様
を
呼
び
込
む
活
動

で
あ
る
と
同
時
に
、「
関
心
客
」
も
作
る
活
動
だ

と
思
い
ま
せ
ん
か
？

（
相
模
）「
関
心
客
」
は
い
ず
れ
お
客
様
に
な
る
可

神
奈
川
大
学

人
間
科
学
部
教
授
　
松
本
　
安
生

「
魅
力
的
な
対
象
に
絞
る
」

地
域
で
進
め
る
地
球
温
暖
化
対
策

第
７
回

�

中
小
企
業
診
断
士　

有
村　

知
里 第 7 回

て
る
て
先
生
の
販
促
講
座

「
関
心
客
」を
意
識
し
よ
う

能
性
が
あ
る
わ
け
だ
。

（
て
る
て
）
で
す
か
ら
、
お
店
の
前
を
通
る
人
も

関
心
客
に
な
り
う
る
わ
け
で
す
。

（
相
模
）
意
識
し
て
こ
な
か
っ
た
な
あ
。

（
て
る
て
）「
関
心
客
」
を
意
識
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な

事
例
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
あ
る
美
容
院
で
は
店

頭
の
黒
板
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
ス
タ
ッ
フ
の
つ
ぶ
や
き
の
よ

う
な
や
雑
感
や
ひ
と
こ
と
を
、
日
替
わ
り
で
書
い

て
い
ま
す
。「
海
に
行
き
た
い
！
」
と
か
、
春
の

雨
の
日
に
は
「
雨
で
桜
が
…
」
な
ど
些
細
な
こ
と

で
す
が
、
近
隣
の
方
は
「
今
日
は
何
が
書
い
て

あ
る
だ
ろ
う
。」
と
気
に
し
て
店
前
を
通
り
ま
す
。

実
際
、
ず
っ
と
黒
板
が
気
に
な
っ
て
い
て
、
何
か

の
き
か
っ
け
に
顧
客
に
な
っ
た
方
も
い
る
そ
う
で

す
。
黒
板
の
内
容
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
つ
ぶ
や
き
の
よ
う

で
、
親
し
み
を
感
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

（
相
模
）
そ
れ
だ
け
で
ね
え

（
て
る
て
）
お
店
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
あ
え
て

紹
介
し
な
い
黒
板
Ｐ
Ｏ
Ｐ
は
、
販
促
手
段
と
思
わ

れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
人
と
の
つ
な
が
り
を

つ
く
り
、
関
心
客
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

関
心
客
は
と
ら
え
に
く
い
で
し
ょ
う
が
、
意
識

し
て
い
く
と
お
客
様
と
の
関
係
も
よ
り
深
ま
っ
て

い
き
ま
す
よ
。�

（
続
く
）

■
今
回
の
ま
と
め

　

広
い
視
点
で
「
関
心
客
」
の
存
在
を
意
識
し
て
、

お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
や
、

情
報
発
信
の
質
や
量
を
再
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

（
注
）Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
はTw

itter

やFacebook

に
代

表
さ
れ
る
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
た

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

動
の
違
い
に
応
じ
た
普
及
啓
発
事
業
を
提
案

す
る
た
め
に
、
市
民
５
千
人
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
こ
の
結
果
を
も

と
に
し
た
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
地
球
温
暖

化
に
対
す
る
危
機
感
や
責
任
感
と
い
っ
た
意

識
と
、
省
エ
ネ
な
ど
の
行
動
の
実
践
に
つ
い

て
尋
ね
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
回
答
か
ら

市
民
の
意
識
の
背
後
に
は
地
球
温
暖
化
に
対

し
て
「
積
極
的
な
態
度
」
と
「
無
関
心
的
な

態
度
」
の
２
つ
の
態
度
が
あ
る
一
方
で
、
行

動
の
背
後
に
も
「
日
常
で
の
環
境
配
慮
」
を

優
先
す
る
傾
向
と
「
省
エ
ネ
機
器
な
ど
の
購

入
」
を
優
先
す
る
傾
向
の
２
つ
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
４
つ

の
共
通
的
な
傾
向
に
し
た
が
っ
て
意
識
や
行

動
が
似
て
い
る
人
た
ち
を
グ
ル
ー
プ
分
け

す
る
と
、
積
極
的
な
態
度
が
高
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
日
常
で
の
環
境
配
慮
や
省
エ
ネ
機
器

の
導
入
を
そ
れ
ほ
ど
実
践
し
て
い
な
い
と
い

う
、
普
及
啓
発
事
業
の
対
象
と
し
て
は
と
て

も
魅
力
的
な
市
民
が
回
答
者
の
２
割
以
上
を

占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
（
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
）

を
調
べ
る
と
、
子
ど
も
の
い
る
若
い
家
庭

が
多
い
こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
こ
の
地
域
で
市
民
の
行
動
を
高
め
る
普

及
啓
発
事
業
を
効
率
的
に
行
い
た
い
と
思
え

ば
、
こ
う
し
た
人
た
ち
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
、
例
え
ば
小
学
校
を
通
じ
て
家
庭
で
の
省

エ
ネ
へ
の
取
り
組
み
を
促
す
環
境
教
育
な
ど

が
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。
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当
商
工
会
議
所
商
業
部
会（
武
内
英
雄
部
会
長
）

は
９
月
12
日
、
市
立
産
業
会
館
国
際
商
談
室
で
平

成
26
年
度
の
商
業
部
会
行
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
懇
談
会
は
、
当
商
業
部
会
と
相
模
原

市
環
境
経
済
局
経
済
部
等
と
意
見
交
換
を
通
じ
て
、

相
互
理
解
を
深
め
、
さ
ら
な
る
市
内
商
業
の
振
興

に
向
け
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
新
津
昭
博
環
境
経
済
局
経
済
部
長
を

は
じ
め
、
相
模
原
市
か
ら
６
名
と
当
所
商
業
部
会

員
16
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
市
環
境
経
済
局
経
済
部
職
員
か
ら
市
内

商
業
の
振
興
に
向
け
た
施
策
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
そ
の
後
、
新
津
部
長
か
ら
「
相
模
原
市
環
境

経
済
部
の
短
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
商
業
ビ
ジ
ョ
ン
見
直

し
の
概
要
に
つ
い
て
」
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

新
津
部
長
は
、

10
年
先
を
見

据
え
た
産
業

振
興
ビ
ジ
ョ

ン
の
構
築
や

現
在
の
商
店

街
の
課
題
と

役
割
、
地
域

に
根
ざ
し
た

商
店
街
の
活

性
化
に
向
け

た
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い

て
解
説
し
、「
今
後
も
よ
り
魅
力
的
な
商
業
地
づ

く
り
を
目
指
す
事
業
を
精
一
杯
支
援
し
て
い
く
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
出
席
者
と
市
側
と
の
一
問
一
答
で
の

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
商
店
街
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
ポ
ス
タ
ー
や
屋

外
広
告
物
を
掲
示
す
る
際
の
規
制
緩
和
を
願
い
た

い
」
―
「
屋
外
物
広
告
条
例
は
ピ
ン
ク
チ
ラ
シ
や

捨
て
看
板
が
電
柱
や
街
路
灯
に
貼
ら
れ
て
し
ま
い
、

景
観
や
子
供
の
教
育
上
、
良
く
な
い
と
条
例
で
規

制
し
て
き
た
。
他
の
部
署
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る

が
、
経
済
部
を
窓
口
に
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
い
」

　
「
相
模
原
市
所
有
の
〝
ゆ
る
キ
ャ
ラ
〟
の
活
用

状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
」
―
「
現
在
、
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
何
の
目
的
で
作
ら
れ
た
か
が
分
か

り
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
作
っ
た
か
ら
に
は

Ｐ
Ｒ
し
て
い
か
な
く
て
は
と
考
え
て
い
る
。〝
ゆ

る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
４
〟
で
『
さ
が
み

ん
』
は
本
日
現
在
、
５
７
１
位
で
あ
っ
た
。
外
部

へ
の
Ｐ
Ｒ
不
足
で
あ
る
の
で
、
当
然
の
こ
と
か
と

思
う
。
私
も
外
部
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
も
っ
と
強
化
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
」

　

座
間
専
務
理
事
か
ら
は
「
商
店
街
単
位
で
大
型

店
等
に
負
け
な
い
よ
う
な
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
商
店
街
内
の
個
店
が
集
合
体
と
な

っ
て
取
り
組
み
、
消
費
者
へ
丁
寧
な
サ
ー
ビ
ス
な

ど
に
よ
り
付
加
価
値
が
増
し
、
大
型
店
と
価
格
競

争
し
な
く
て
も
、
多
く
の
消
費
者
の
囲
い
込
み
が

で
き
ま
す
。
引
き
続
き
、
行
政
に
は
商
業
者
の
目

線
に
立
っ
た
ご
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

の
要
望
が
出
さ
れ
、
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
商
工
会
議
所
建
設
業
部
会（
谷
津
弘
部
会
長
）

と
不
動
産
業
部
会
（
杉
原
康
王
部
会
長
）
で
は
９

月
16
日
、
市
立
産
業
会
館
で
両
部
会
合
同
の
経
営

講
演
会
を
開
催
し
、
部
会
員
ら
43
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
講
演
の
テ
ー
マ
は
、「『
国
土
強
靱
化
』
を

学
ぶ
！
～
強
靱
化
が
地
域
に
も
た
ら
す
変
化
と
は

～
」
で
し
た
。

　

講
師
に
は
、
京
都
大
学
大
学
院
教
授
で
第
２
次

安
倍
内
閣
官
房
参
与
を
務
め
、
先
般
閣
議
決
定
し

た
「
国
土
強
靱
化

基
本
計
画
」
の
中

心
人
物
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る

藤
井
聡
氏
を
迎
え
、

国
土
強
靱
化
に
つ

い
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
日

本
を
災
害
や
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
に
強
く
し
な
や
か

に
対
応
で
き
る
国
に
立
て
直
す
「
国
土
強
靱
化
」

と
い
う
考
え
に
至
る
ま
で
の
経
緯
や
強
靱
化
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
日
本
の
現
状
や
背
景
、
市
内
の

展
望
を
藤
井
氏
独
自
の
視
点
で
わ
か
り
や
す
く
ご

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
明
確
な
論
調
で
現
在
の
日
本

の
仕
組
み
と
構
造
が
よ
く
わ
か
っ
た
」
等
の
感
想

が
あ
り
、
今
後
の
国
内
の
動
き
を
知
る
大
変
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

商業部会

行
政
懇
談
会
を
開
催

�

市
経
済
部
と
意
見
交
換

活発な意見交換

「
国
土
強
靭
化
」を
語
る

建
設
・
不
動
産
業
部
会

合
同
で
講
演
会
を
開
催

「国土強靱化」について解説する藤井氏
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経
営
支
援
の
取
組
み
に
つ
い
て

�
～
外
部
専
門
家
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

　

国
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
経
営

支
援
の
強
化
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
保
証
協
会
は
、
金

融
と
経
営
支
援
を
一
体
的
に
行
う
た
め
の
中
核
的
な
役

割
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中

で
神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ

ま
の
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
外
部
専
門
家
派
遣

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
外
部
専
門
家
派
遣
事
業
の
ポ
イ
ン
ト

　

皆
さ
ま
の
抱
え
る
課
題
に
応
じ
て
、
中
小
企
業
診
断

士
等
の
専
門
家
を
派
遣
し
ま
す
。
原
則
３
回
ま
で
は
当

協
会
が
派
遣
費
用
を
負
担
し
ま
す
。
当
協
会
で
信
用
保

証
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
派
遣
先
の
声

　
「
創
業
し
て
１
年
、
売
上
が
計
画
の
５
割

未
満
と
伸
び
悩
ん
で
い
た
。
こ
の
ま
ま
で
は

い
け
な
い
と
考
え
て
は
い
た
が
、
夫
婦
二
人

で
経
営
し
て
お
り
、
な
か
な
か
手
が
つ
け
ら

れ
な
か
っ
た
。
自
分
の
経
営
方
針
を
組
み
入

れ
、
コ
ス
ト
も
考
慮
し
た
上
で
売
上
増
加
に

向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
、
非
常
に
あ

り
が
た
い
。
す
ぐ
に
実
行
し
た
い
。」

　

さ
て
、
皆
さ
ま
も
専
門
家
を
活
用
し
て
経

営
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
経

営
支
援
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会　

経
営
支
援
室

　

☎ 

０
４
５
－
６
８
１
－
７
１
９
６

今
★
知
っ
て
お
き
た
い

�

マ
ネ
ー
学
。

金
融
保
険
業
部
会
連
載
（
第
11
回
）

地域中小企業のシニア人材確保・定着支援事業

シニアの力を、経営力に。
シニア人材による経営支援を望む中小企業を広く募集します。

www.senior-jinzai.com 登録制
テンプスタッフキャリアコンサルティング株式会社
シニア人材東京オフィス ☎03-5280-9100

　立科町は、平成19年 5 月に相模原市、相模原商工会議
所、立科町商工会の ４ 者で「相模原市と立科町との経済・
観光に関わる交流協定」を締結して以来、両市町の友好
を深め、地域経済に寄与することを目的に特産品販売や
観光PR等各種事業において、皆様方に多大な御協力を
いただいて参りました。
　当町では、現在、少子高齢化が進み、人口減少が課題
となっていますが、地域活性化・人口増のために企業誘
致を積極的に推進しています。
　当町は、首都圏から最も近い信州地域でビジネス拠点
を検討いただくうえでも、蓼科山を水源とした豊富な水
資源や全国でもトップクラスの日
照時間に加え、安定した地盤など
災害等に備えたリスク分散にも適
しており、利点が多くあります。
従業員の皆様にも白樺高原をはじ
めとした豊かな自然環境の中で働
き、四季を肌で感じながら生活し
ていただけます。

　立科で企業立地を検討していただける事業者の皆さ
ん、企業立地に関することであればどんな些細なこと
でも構いませんので御相談ください。
　
お問い合わせ：立科町産業振興室
所在地：長野県北佐久郡立科町大字芦田２５３２
　　　　立科町役場産業振興室
☎：０２６７-５６-２３１１

長野県立科町　企業立地のご案内

立科温泉　権
ごんげん
現の湯
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葬祭綜合
センター ㈱ 伊 藤 典 範 直営　白雲殿

斎場　紫雲殿

　0120-42-9039 http://www.ito-tenpan.com
い とう てん ぱん

フリーダイアル

＝ 大駐車場完備（150台） ＝24時間年中無休

設備内容
控室・バスルーム付日本間３室

大・中・小あわせて３斎場
（葬儀に対して使用料無料）

家庭のお風呂で温泉治療! !

相模物産株式会社 相模原市中央区上溝1878（全農ミート前）
TEL ０４２（755）3 5 2 1㈹

新開
発

神経痛・リュウマチ・月経痛・冷性
切傷・痛風・産前産後・打撲・捻挫
湿疹・凍症・皮膚亀裂・神経衰弱

［効能］
厚生省許可医薬品

お 祝 引 出 物
御葬儀即返し引出物

電話１本で訪問させていただきます。

受付時間 AM10：00～PM 6：00

0120-867-749Free Dial

（フリーダイヤル）

相
模
原
市
ト
ラ
イ
ア
ル
発
注
認
定
制
度

�

認
定
企
業
紹
介
（第16回）

相
武
生
コ
ン
株
式
会
社

■
認
定
製
品

　
「
Ｉ
Ｃ
タ
グ
入
り
保
険
付
き
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」

■
製
品
の
概
要

　

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
「
製
造
会
社
」
や
「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
使
用
材
料
、
調
合
割
合
」
な
ど
の
情

報
を
書
き
込
ん
だ
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
一
定
量
自
動
投
入

す
る
こ
と
で
、
製
品
の
製
造
元
や
製
品
内
容
に
つ

い
て
建
物
そ
の
も
の
か
ら
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
、
万

が
一
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
発
生
し
た
不
慮
の
欠
陥

や
不
具
合
と
い
っ
た
「
瑕
疵
」
に
対
し
て
最
大

20
億
円
を
補
償
す
る「
保
険
付
き
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」

を
業
界
で
初
め
て
実
現
し
ま
し
た
。

■
価
格
（
参
考
）

　

１
㎡
あ
た
り
１
１
，０
０
０
円

■
用
途

　

マ
ン
シ
ョ
ン
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
築
物

■
販
売
実
績

　

販
売
開
始
か
ら
２
か
月
で
建
物
に
５
，０
０
０
㎥

打
設

■
会
社
・
事
業
概
要

　

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造
・
販
売

　

所
在
地　

相
模
原
市
中
央
区
南
橋
本
４
－
11
－
11

　

代
表
者　

加
賀　

規
矩
男

　

☎ 
０
４
２
－
７
７
２
－
４
３
５
１

開
催
日　

平
成
26
年
11
月
24
日（
月
）（
振
休
日
）

会　

場　

�

市
立
産
業
会
館

競
技
内
容　

１
．‌�

個
人
総
合
競
技
（
乗
算
・
除
算
・

見
取
暗
算
・
見
取
算
）

　
　
　
　
　

２
．
種
目
別
競
技

　
　
　
　
　
　
　
（
読
上
算
・
読
上
暗
算
）

申
込
期
間　

10
月
20
日（
月
）～
24
日（
金
）

受
付
時
間　

９
時
～
17
時
ま
で（
正
午
～
13
時
を
除
く
）

申
込
方
法　

相
模
原
商
工
会
議
所
に
直
接
持
参

参
加
料　

１
名
１
８
０
０
円
（
税
込
）

参
加
資
格　

原
則
、
相
模
原
市
在
住
・
在
勤

問
い
合
わ
せ
先　

共
済
検
定
課

　
　
　
　
　

☎ 

０
４
２
︲
７
５
３
︲
８
１
３
４

個人住民税の特別徴収の
完全実施を目指します！

　神奈川県と県内全市町村は連携して、個人住民税の特別徴
収制度の適正運用を通じて、納税者の利便性向上などのため、
一致協力して事業者や従業員の皆様への周知を図りながら、

「オール神奈川」で次のとおり特別徴収の推進に取り組みます。

◆�県内の３３市町村すべてにおいて、平成２８年度までに、特
別徴収義務者となるべき事業者に対して、特別徴収義務
者の指定（特別徴収税額の通知）を行います。

◆�平成２８年度（一部の先行団体では２７年度）からは、所得
税の源泉徴収義務のある事業者の方に個人住民税（市町
村民税・県民税）の特別徴収税額の決定通知を送付しま
すので、現在、特別徴収を行っていない事業者の方にお
かれましては、お早目に特別徴収の準備をお願いいたし
ます。

下記ホームページもご覧ください。
　神奈川県　　　　　　 県税便利帳 　 検索
　全国地方税務協議会　 全国地方税務協議会 特別徴収 　 検索

お問い合わせ―――――――――――――――――――――
　相模原市　市民税課　☎ ０４２-７６９-８２２１（直通）
　相模原県税事務所　　☎ ０４２-７４５-１１１１（代表）内線２１２

相
模
原
珠
算
競
技
大
会
参
加
者
を

募
　
　
集

�

奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
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当
所
で
は
、「
特
定
商
工
業
者
法
定
台
帳
へ
の

登
録
事
項
」
を
も
と
に
、
現
在
「
法
定
台
帳
」
の

整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、「
法
定
台
帳
」
の
管
理
、
運

営
等
諸
経
費
の
負
担
金
と
し
て
、「
平
成
26
年
度

特
定
商
工
業
者
負
担
金
納
入
の
お
願
い
」
を
10
月

中
旬
に
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

出
費
多
端
の
折
、
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
、
何
卒

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
納
入
下
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

○�

郵
送
す
る
も
の　

平
成
26
年
度
特
定
商
工
業
者

負
担
金
の
ご
納
入
に
つ
い
て

○
負
担
金
額　

１
，５
０
０
円

○
支
払
方
法

　

通
知
文
に
同
封
の
振
込
用
紙
（
振
込
手
数
料
不

要
）で
、指
定
金
融
機
関
か
ら
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

○
支
払
期
限　

平
成
26
年
11
月
28
日
（
金
）

■
特
定
商
工
業
者
と
は

　

次
の
①
又
は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、
特
定
商
工
業
者
と
な
り
ま
す
。

①�

法
人
事
業
所
の
場
合
、
資
本
金
又
は
払
込
済
出

資
金
額
が
３
０
０
万
円
以
上
の
事
業
所

②�

従
業
員
数
が
20
人
（
商
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
は

５
人
）
以
上
の
事
業
所

【
お
問
い
合
わ
せ
】
総
務
課

　

☎ 
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
１

特
定
商
工
業
者
負
担
金

�

納
入
の
お
願
い

　交通運輸業部会では、過日、相模原市内の輸送構造等の現状を
把握するため、会員企業を対象に「物流の現況調査」を実施させ
て頂きました。
　ご協力いただきました会員企業の皆様には厚くお礼申し上げま
す。引き続き当部会部事業へのご理解、ご協力の程をよろしくお
願い申し上げます。

【調査結果概要】
（調 査 期 間）　８ 月25日～ ９ 月12日
（対象事業所数）　２，８６３社
（回 　 答 　 数）　３６８社（回答率12.9％）

※調査結果内容は、今後の部会運営の参考にさせていただきます。

「物流の現況調査について」～お礼とご報告～
交通運輸業部会実施事業

～
夢
と
未
来
に
向
け
て
～

�

か
な
が
わ
の
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

�

神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会

　

信
用
保
証
協
会
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
が
金
融
機
関

か
ら
事
業
資
金
を
調
達
す
る
際
の
保
証
人
と
な
り
、
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

●
保
証
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

当
協
会
で
は
、
相
模
原
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、「
保

証
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
に
ご
相
談
に
い
ら
し
た
中
小
企
業
の
皆
さ

ま
の
う
ち
、
内
容
が
信
用
保
証
に
関
す
る
相
談
の
場
合
、

商
工
会
議
所
か
ら
当
協
会
の
担
当
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●�

当
協
会
と
相
模
原
商
工
会
議
所
は
、
創
業
す
る
方
を
連

携
し
て
応
援
し
ま
す
！

　

相
模
原
市
で
は
、「
産
業
競
争
力
強
化
法
」
に
基
づ
く

国
の
認
定
を
受
け
た
創
業
支
援
事
業
を
相
模
原
商
工
会

議
所
等
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
特

定
の
支
援
を
受
け
て
創
業
す
る
場
合
は
、
当
協
会
の
「
支

援
創
業
関
連
保
証
」
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
保

証
を
利
用
し
た
融
資
の
限
度
額
は
通
常
の
１
千
万
円
か
ら

１
千
５
百
万
円
に
拡
充
さ
れ
、
事
業
開
始
の
６
ヶ
月
前
か

ら
融
資
の
申
込
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
他
に
も
当
協
会
で
は
、
相
模
原
商
工
会
議

所
が
創
業
時
の
事
業
計
画
書
の
作
成
を
支
援
す
る
神
奈
川

県
中
小
企
業
制
度
融
資
の
取
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。

▼�

当
協
会
で
は
、
事
業
資
金
や
経
営
、
信
用
保
証

の
ご
利
用
に
関
す
る
ご
相
談
を
随
時
お
受
け
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　
相
模
原
支
所

　

☎ 

０
４
２
－
７
５
２
－
０
５
７
５

　

http://w
w

w
.cgc-kanagaw

a.or.jp

事業承継成功事例セミナー開催
～事前対策ほぼゼロで即実践できる事業承継～
開催日時：10月31日（金）１４:００～１６:３０
開催場所：町田市文化交流センター けやき東
参加費用：３，０００円（税込み）
定　　員：３０名（申込順）
申込期限：10月28日（火）17:00まで
内　　容：事業承継の方法とポイント
　　　　　事業承継の成功事例企業の紹介など‥
お問い合わせ：株式会社ビジネス・デザイン
　　　　　　　☎：０４２-７３０-７８８６
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都
市
産
業
研
究
会
（
中
嶋
幸
夫
会
長
）
で
は
９

月
５
日
・
６
日
、
会
員
８
名
が
参
加
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
静
岡
県
袋
井
市
へ
の
視
察
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

青
年
部
（
清
水
良
則
会
長
）
は
９
月
19
日
、「
ビ

ジ
ネ
ス
研
修
現
場
か
ら
見
た
再
生
か
ら
の
進
化

を
学
ぶ
」
と
題
し
た
今
年
度
２
回
目
の
研
修
事
業

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
講
師
に
日
本
航
空
株
式
会
社

機
長　

宮
崎
雄
一
郎
氏
を
迎
え
、
経
営
破
綻
し
た

日
本
航
空
が
再
生
に
向
け
て
策
定
し
、
大
き
な
原

動
力
と
な
っ
た
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」（
フ

ィ
ロ
ソ
フ
ィ
＝
哲
学
）
や
、
ア
メ
ー
バ
経
営
と
も

称
さ
れ
る
「
部
門
別
採
算
制
度
」
に
つ
い
て
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、

青
年
部
員
ら

約
50
名
が
出

席
し
、
講
師

の
体
験
談
や

自
身
の
事
業

経
営
に
直
結

す
る
内
容
に
、

皆
一
様
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

袋
井
市
役
所
で
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
街
づ
く
り
推
進

事
業
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
事
業
を
担
当
す

る
情
報
政
策
係
の
鈴
木
係
長
か
ら
物
流
シ
ス
テ
ム

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
係
長
は
、
普
段
、
農
産
物
の
生
産
か
ら
物

流
ま
で
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
が
、
災
害
時
に
は

支
援
物
資
の
供
給
シ
ス
テ
ム
と
し
て
利
用
で
き
る

こ
と
な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
の
席
上
、
中
嶋
会
長
は
、「
東
南
海

地
震
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
静
岡
県
で
あ
る
か
ら

こ
そ
の
災
害
時
を
考
慮
し
た
取
り
組
み
は
大
変
興

味
深
く
、
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
バ
ー
は
、
是
非
、
地

盤
が
安
定
し
て
い
る
相
模
原
に
設
置
し
て
ほ
し

い
」
と
防
災
支
援
都
市
相
模
原
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
一
行
は
、「
法
多
山
」
と
「
可
睡
斎
」

の
遠
州
三
山
の
２
つ
の
古
刹
を
訪
問
す
る
な
ど
、

充
実
し
た
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

女
性
会
（
猪
熊
幸
江
会
長
）
で
は
10
月
２
日
、

兵
庫
県
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
、
第
46
回
全
国
商

工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
（
全
女
連
）
全
国
大
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
全
国
３
５
０
商
工
会
議
所
女
性
会
員

約
１
５
０
０
名
が
集
い
、
当
商
工
会
議
所
女
性
会

か
ら
も
猪
熊
会
長
を
は
じ
め
７
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

大
会
で

は
、「
個

と
し
て
光

る
」
女
性

会
事
業
表

彰
が
行
わ

れ
、
こ
の

た
び
当
女

性
会
（
さ

が
み
の
桑

茶
・
と
う

と
る
ん
）

が
最
優
秀
賞
（
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
賞
）
を
受

賞
し
ま
し
た
。（
Ｐ
３
参
照
）

　

そ
の
後
、
静
岡
県
立
大
学　

小
川
和
久
特
任
教

授
に
よ
る
「
日
本
の
危
機
管
理
は
万
全
か
」
と
題

し
た
記
念
講
演
会
や
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
大
会
は

盛
況
の
う
ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
神
戸
海
洋
博
物
館
・
神
戸

ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
な
ど
を
見
学
し
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
づ
く
り
」で

�

静
岡
県
袋
井
市
を
視
察

都産研

研修会で挨拶する中嶋会長

JAL再生の秘話を語る講師

「
経
営
哲
学
を
学
ぶ
!!
」

�

研
修
事
業
を
実
施

青年部

神
戸
の
全
国
大
会
参
加

�

「
最
優
秀
賞
」で
表
彰

女性会

相模原市青年工業経営研究会（青工研）

新入会員募集中！～42歳以下の工業系若手経営者～
■青工研とは
　1980年の発足以来、工業部会の下部組織として、「地道に自ら学ばん」
の基本理念のもと、会員同士が「良き仲間であり、良きライバル」とし
て自己研鑽を積み、共に切磋琢磨しながら、自社の発展のために活動を
展開しています。
■こんな若手経営者にオススメ
　・本気で経営能力を磨きたい！　・自分の可能性を広げたい！
　・経営者として真の仲間を作りたい！
■お問い合わせ：☎ 042-753-8136（産業振興課）

全女連神戸大会会場前で
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インフォメーション

神奈川県最低賃金
効力発生年月日　平成26年10月 1 日

１ 時間 887円
神奈川県内の事業場で雇用されるすべての
産業の労働者に適用されます。
特定（産業別）最低賃金が適用される者は
除きます。
神奈川労働局賃金課 ☎ ０４５-２１１-７３５４
ホームページ
http://kanagawa-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

【
採
用
】

　

こ
の
度
、
相
模
原
商
工
会
議
所
職
員
と
し
て
入

職
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
相
模

原
市
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
や
圏
央
道
一
部
開

通
、
ロ
ボ
ッ
ト
特
区
な
ど
が
追
い
風
と
な
り
、
存

在
感
が
あ
る
産
業
都
市
へ
と
変
貌
を
遂
げ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
、
商
工
会
議
所
の

役
割
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
相
模
原
の
「
将
来
性
」
と
地
元
企
業
の
橋

渡
し
役
と
な
り
、
さ
ら
な
る
発
展
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

千
ち ば

葉 元
も と み

美
【総務課】

職
員
人
事
（
平
成
26
年
10
月
１
日
付
）

部　会 事 業 所 名 代表者名 住　　所 電話番号 事業内容

商 業 手づくり弁当・お惣菜
と り い ち 友永　　豊 緑区下九沢1480-8

マルコーショッピング内 042-762-3001 弁当、惣菜の製造販売、オードブ
ル、サンドイッチ、おにぎり

商 業 ペ ア ナ ー ド
オ ダ サ ガ テ ナ ン ト 会 石岡　　実 南区南台5-11-19 042-701-8407 ショッピングセンター

工 業 コ ロ ン バ ス 精 機 ㈱ 本宮　輝明 緑区西橋本5-4-21
さがみはら産業創造センター1-317 042-703-0561 モータ用アンプとコントローラー

の製造

工 業 東 京 製 螺 工 業 ㈱ 樋口　　恵 中央区田名塩田1-17-5 042-777-2993 自動車部品（ねじ類）製造

工 業 ㈱　松 　 尾 　 商 　 行 松尾　秋夫 中央区千代田2-10-17 042-776-3111 電設資材の卸商社　他

サービス業 ア ー ク ウ ェ ル ㈱
訪問介護リハビリステーションあるふぁ 春口　武志 南区文京1-4-5

ピアレジ文京１－B 042-701-3775 看護師による訪問看護　居宅介護
支援サービス

サービス業 ㈲　柏 　 村 　 商 　 店 柏村　保夫 中央区陽光台7-8-11 042-754-5762 相模原市資源分別回収事業運搬業
務委託　他

サービス業 ㈱　ス ー パ ー ヘ ア ー 福嶋　照悟 南区大野台5-3-2
ホワイトハイツ101 042-719-3734 美容業

サービス業 ㈱第一興商ビッグエコー
橋 本 駅 前 店 荒井　　淳 緑区橋本3-17-7 042-770-7677 カラオケボックス業

サービス業 行 政 書 士
ふじみ合同法務事務所 石口　美子 中央区富士見1-5-2

三愛ビル相模原２階 042-755-9269 相続、成年後見、相談他

サービス業 マ イ ン ド ア ル フ ァ 松本　善雄 南区大野台5-27-29 042-707-4842 上司部下コミュニケーション専門
カウンセラー

サービス業 唯　　　　　　　心 瀬間　美夏 緑区下九沢2481 042-761-7825 書道教室　筆耕サービス

サービス業 ㈱Ｍ＆Ｈフーズジャパン 中村　光男 中央区横山台1-2-16 042-776-7767 やきとり屋及び移動販売

建 設 業 ㈱　クライムカンパニー 神澤　　昇 緑区大島255-99 042-738-2478 システムバス・システムキッチン
施工　住居に関わるリフォーム

建 設 業 橋 本 電 設 ㈱ 橋本　雄吾 中央区弥栄1-1-13 042-751-5160 自家用電気工事、産業用太陽光シ
ステム等

建 設 業 穂 久 斗 工 業 ㈱ 大久保 達也 緑区二本松3-33-14 042-779-9681 空調設備業

不動産業 コ ー シ ン 企 画 阿部　眞萩 中央区富士見6-6-1 042-750-2271 不動産仲介・管理

金融保険業 高 　 橋   和 　 也 高橋　和也 中央区陽光台3-18-26 090-2254-2195 個人、法人の生命保険コンサル
ティング

特別会員 ㈱　エ ル シ ー 電 機 石塚　　進 八王子市中野町2606-15 042-627-0271 音響（スピーカーシステム）製造
販売

特別会員 ㈱シーイーシーカスタマ
サ ー ビ ス 田原 富士夫 座間市栗原5-1-11

さがみ野システムラボラトリ 046-252-4160 IT関連のサポートサービス

新入会員紹介
※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

平成26年８月末会員数 4,640件
（平成26年8月1日〜8月31日）

会員登録変更のお知らせ ※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

部　会 事 業 所 名 変更事項 変更後 変更前

サービス業 税理士法人MBC合同会計 事業所名 税理士法人MBC合同会計 中山吉晴税理士事務所
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会員紹介 わが社のいち押し

　

Ｊ
Ｒ
相
模
線
・
上
溝
駅
か
ら
徒
歩
３
分
ほ
ど
の
場
所
に
、
昨
年
末
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ア
ン
ド 

ベ

ー
カ
リ
ー
」。（
株
）
ド
リ
ー
ム
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
シ
テ
ィ
が
運
営
す
る
。
店
内
に
は
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
に
富
ん
だ
創
作
パ
ン
な
ど
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
一
番
人
気
の
「
黄
金
の
メ
ロ
ン
ぱ

ん
」
を
目
当
て
に
、
同
店
を
訪
れ
る
人
も
珍
し
く
な
い
。
設
立
し
た
の
は
野
島
若
将
社
長
。
ま
だ
31

歳
の
若
さ
だ
。
個
性
的
な
パ
ン
を
次
々
と
生
み
出
す
野
島
社
長
だ
が
、
実
は
「
パ
ン
づ
く
り
は
ほ
と

ん
ど
独
学
で
覚
え
た
」
と
い
う
。
今
回
は
そ
ん
な
同
店
を
訪
ね
た
。

内
に
並
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
何
か
新
し
い
商
品

を
開
発
で
き
な
い
か
、
常
に
考
え
て
い
ま
す
」
と

話
す
野
島
社
長
。

　

目
指
し
て
い
る
の
は
「
ど
こ
に
も
売
っ
て
い
な

い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
パ
ン
を
増
や
す
こ
と
で
す
」

と
も
言
う
。

　

最
近
売
り
出
し
た
の
は
「
て
る
て
あ
ん
ぱ
ん
」。

相
模
原
に
伝
わ
る
悲
恋
の
伝
説
「
照
手
姫
物
語
」

に
登
場
す
る
ヒ
ロ
イ
ン
「
照
手
姫
」
に
ち
な
ん
で

商
品
名
を
つ
け
た
。

　

通
常
の
あ
ん
ぱ
ん
よ
り
小
さ
い
が
、
薄
皮
で
あ

ん
の
量
は
多
い
。
店
内
で
販
売
す
る
通
常
の
あ
ん

パ
ン
の
２
倍
は
売
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

野
島
社
長
は
田
名
出
身
。
学
校
卒
業
後
に
、
酒

類
卸
売
業
者
の
営
業
マ
ン
を
し
て
い
た
。
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
生
活
の
か
た
わ
ら
、「
以
前
か
ら
早
く
独

■
豊
富
な
商
品
構
成

　

店
内
を
彩
る
商
品
の
点
数
は
常
時
80
点
近
く
。

人
気
の
「
黄
金
の
メ
ロ
ン
ぱ
ん
」
や
定
番
の
「
Ａ

Ｎ
Ｄ
食
ぱ
ん
」、
カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
「
ク
リ
ー
ム
ぱ
ん
」、
そ
れ
に
ラ
ス

ク
、
ク
ッ
キ
ー
と
い
っ
た
焼
き
菓
子
ま
で
幅
広
い
。

　
「
レ
シ
ピ
は
１
０
０
以
上
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

季
節
や
仕
入
れ
た
材
料
な
ど
を
考
え
つ
く
り
、
店

立
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
持
っ
て
い
ま
し

た
」。
開
業
資
金
も
コ
ツ
コ
ツ
と
貯
め
た
。

■
午
後
10
時
ま
で
営
業

　

営
業
時
間
は
午
前
５
時
～
午
後
10
時
ま
で
。
お

そ
ら
く
、
地
域
で
一
番
長
く
営
業
し
て
い
る
店
舗

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
年
中
無
休
。

　

手
間
と
時
間
が
か
か
る
パ
ン
づ
く

り
。
午
前
５
時
に
開
店
す
る
た
め
に

は
、
同
１
時
か
ら
取
り
か
か
る
必
要

が
あ
る
。
パ
ン
づ
く
り
は
野
島
さ
ん

を
含
め
職
人
２
人
で
行
っ
て
い
る
。

日
々
の
営
業
時
間
を
考
え
る
と
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い

う
。「
パ
ン
は
自
分
に
と
っ
て
趣
味

で
あ
り
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
み
た
い
な

も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
忙
し
く
て
も

全
然
苦
に
な
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
楽

し
い
で
す
」
と
野
島
さ
ん
は
言
っ
て

い
る
。

　

経
営
者
と
し
て
の
夢
は
「
ポ
ン

パ
ド
ウ
ル
」（
横
浜
市
）
の
よ
う
な
、

商
品
力
に
優
れ
、
地
元
に
愛
さ
れ
る

ベ
ー
カ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
す
る
こ
と
。

「
経
営
が
多
忙
に
な
っ
て
も
、
職
人
と
し
て
開
発

に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
語
る
。
若
き
パ

ン
職
人
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

社社
わが

の『
い
ち
押
し
』

ア
ン
ド
ベ
ー
カ
リ
ー

パンづくりにかける野島社長

相
模
原
市
中
央
区
上
溝
５
－
14
－
８

☎ 

０
４
２
－
７
８
５
－
２
７
２
０

パ
ン
作
り
を
独
学
で
習
得

�

店
内
彩
る
個
性
的
な
商
品

店内には常時80店の商品が並ぶ

て
る
て
あ
ん
ぱ
ん
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特 集

● 経営相談
・‌�日常の経営の中で起こる様々な問

題・課題について、常時、経営指
導員がご相談に応じます。さらに、
法律・税務・発明・許認可・労務
の各分野に弁護士、弁理士、税理
士、行政書士、社会保険労務士、
中小企業診断士等の専門家がご相談に応じます。

★お問い合わせ：経営支援課　☎：042-753-8135

● 融資斡旋
・‌�主に小規模事業者を対象とし

たマルケイ資金（小規模事業
者経営改善資金：日本政策金
融公庫制度融資）。

　�相模原商工会議所の推薦によ
り、融資額2,000万円まで無
担保・無保証人・低利率で融資が受けられる公的融資制度です。
さらに、融資実行後36ヶ月まで金利70%以内が相模原市より補
給されます。

　※ご融資と利子補給には、一定の要件がございます。
★お問い合わせ：経営支援課　☎：042-753-8135

● 創業支援
　創業・起業に興味のある方を対象に、「創業塾」を開催し、創業・
起業を支援します。
　創業のイロ
ハからビジネ
スプラン（創
業計画書）の
作成方法を支
援し、創業者
同士のネット
ワーク作りに
も役立ちます。

● 事業展開・経営革新支援
　自社の現状を分析・理解
し「選択と集中」のもと、
新たな事業展開を考える事
が重要です。「経営革新」
承認申請書の作成などのお
手伝いをします。

ヘアーメイク moani　
代表
落合 亜樹子 さん

「女性創業塾に参加したのが
� 起業の後押しとなりました！」

　以前から独立・創業したいと考えており、商工会議所で起業
相談が出来る事を知り創業相談を利用しました。
　実際の相談では、専門家や職員の方と一緒に店舗探しや店
舗診断までしていただき、私の考えていたことが間違っていな
かったと安心することができました。また、商工会議所主催の
女性創業塾にも参加して、同じ目的の女性と情報交換ができ
てネットワークづくりにも役立ちました。今でも当時の参加者
と交流をもっています。引き続き経営のことで困った事があっ
たら商工会議所に相談するつもりです。

会社
概要

事業内容：美容室
所 在 地：中央区中央3-8-5� ☎：042-730-6770

相模螺子株式会社　
代表取締役
久保田 浩章 さん

「公的補助金などの活用で設備機器を導入。
� 生産効率がアップしました！」

　当社は、自動車関連部品や作業工具の切削加工を主力とした仕
事を行っております。その中で、今後も取引先に「品質向上・短納期・
コスト対応」などの要望に応えていくためには、新たな設備機械が
必要と考え、思い切って、ＣＮＣ旋盤の購入を決意しました。そこで、
資金面などで商工会議所へ相談したところ、マルケイ資金の利用を
勧められました。政府系の金融機関という安心感や相模原市からの
貸付利子の補給もあって、とても利用しやすい融資制度でした。
　さらに、商工会議所から支援を受けて政府の「ものづくり補助金」
を申請し、交付を受けました。今後も、取引先のニーズに応えてい
く会社を目指して行きます。

会社
概要

事業内容：金属製品製造業
所 在 地：緑区橋本台2-3-6� ☎：042-773-9910

会員の皆さまを応援するために、相模原商工会議所では、経営基盤の強化やビジネスチャンスの拡大、
交流事業など、様々な支援事業を行っております。
今回の特集では、相模原商工会議所の事業やサービスを紹介し、会員企業の皆さまに利用しやすい
ものをチョイスして紹介させていただきます。ぜひ、当所活用のヒントにしてください。

創業
支援

創業や
新たな事業展開を図りたい

安心
安全

企業経営の“安心・安全”
を充実させたい

利用者
の 声 Member’s voice

経営
支援

課題解決や
経営基盤を強化したい

● 共済制度
・‌�小規模企業共済制度…個人事業主が

事業を廃止した場合や会社役員が退
職した場合など、それまで積み立て
てこられた掛金に応じた共済金をお
受け取りになれる共済制度です。（掛
金は全額所得控除となります）
・‌�経営セーフティ共済制度…「取引先

の倒産」という事態はいつ起こるか
わかりません。経営セーフティ共済は、そのような不測の事態に直面さ
れた中小企業の皆様に迅速に資金をお貸しする共済制度です。（掛金は
必要経費または損金に参入できます）
・‌�特定退職金共済制度…従業員のための退職金積立金制度です。毎月の掛

金は1口1,000円から最高30口まで加入でき、掛金は損金または必要経費
に計上できます。
・‌�労働保険事務代行…当所では、労働保険事務組合を設立し、事業主の委

託を受けて事業主が行うべき労働保険の事務処理を代行するサービスを
実施しております。
・‌�業務災害補償プラン（あんしんプロテクト）…「企業向けの賠償補償」「従

業員向けの定額保証」のダブル補償で、会員事業所の経営者・従業員双
方の業務災害リスクに対応し、全国商工会議所のスケールメリットを活
かした安価な保険料でご加入いただける制度です。
・‌�健康診断サービス…会員事業所の福利厚生サービス事業として、市内の

医療機関等で受診できる法定健診、生活習慣病予防健診を安価で提供し
ております。経営者や従業員の皆様の健康管理を充実させるとともに疾
病の早期発見・早期治療のために是非お役立て下さい。
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特 集

● 講演会・視察会
・‌�最新の経済情勢や展望など、日本経済や地域経済の「今」

をつかむための講演会・視察会を実施しております。
★詳しくはホームページで
　http://www.sagamihara-cci.or.jp/

● 会員交流会
・‌�会員企業の取引先・販路拡

大など企業連携を支援する
交流事業。業種や業態、規
模などの参加条件は、一切
ありません。また、近隣商
工会議所とも共催しますの
で、市内だけでなく様々な
企業との出会いの機会となります。（年3回程度開催）

★お問い合わせ：総務課　☎：042-753-8131

● 受発注商談会・しごと発掘市
・‌�主に製造業を対象とした事

前調整型のビジネスマッチ
ング事業。事前エントリー
制で他の企業と商談の機会
を調整します。東京や横浜
など約25商工会議所と共催
しますので、さまざまな企
業との幅広い商談の機会と
なります。

★お問い合わせ：共済検定課　☎：042-753-8134

● 会報誌による無料広告掲載コーナー「会員PRコーナー」
・‌�会報誌「さがみはら商

工会議所会報」に会員
企業の皆さんの情報
を掲載できます。

★お問い合わせ：総務課
　☎：042-753-8131

● ザ・ビジネスモール（Ｂモール）
・‌�全国の商工会議

所などが共同運
営する「商取引
支援サイト」で
す。取引先の検
索はもちろん、
無 料 で 自 社 製
品・サービスを
PRできます（一部有料）。

★お問い合わせ：総務課　☎：042-753-8131

● 就職説明会
・‌�新規学卒者や既卒者を対象

とした、個別ブース形式で
の合同会社説明会を開催し、
会員企業の人材確保を支援
します。

★お問い合わせ：産業振興課
　☎：042-753-8136

● 新入社員研修
・‌�社会人としての自覚を促し、

ビジネスマナー習得のため
に新入社員研修を行ってい
ます。毎年、多くの企業の
新入社員の方に参加いただ
いています。

★お問い合わせ：共済検定課
　☎：042-753-8134

特集

人材
採用
支援

円滑な人材確保と
効果的な人材育成をしたい

ビジネス
チャンス
拡　 大

販路拡大や
パートナーを発掘したい

情報
発信

認知度・信用度を
アップさせたい

情報
収集

最新の
ビジネス情報をつかみたい

ビジネスを全力でサポートする

商工会議所の事業利用ガイド
ビジネスを全力でサポートする

商工会議所の事業利用ガイド
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会員PRコーナー 会員紹介

　ケータリングフードサービスを行っています。
　私たちは、生涯を通じて様々な行事を経験します。
　四季の祭ごと、伝統的な儀式や御祝い。その際の
おもてなしに欠かせない心尽くしの御料理を、お気
遣いが多い主催者様にかわり、お客様へとお届けし
ます。
　忘・新年会、周年行事、営業用のイベントなどの
各種パーティイベントを設営から撤収に至るまでプ
ロデュースします。

　当店は、お客さまにゆっくりとお過ごしいただきながら
くつろげるお店となっています。
　ドリンクメニューは、生ビール、ウィスキー、焼酎など
各種取り揃えており、ワインは国産・フランス産をはじめ
世界各国、常時100種類以上ご用意しております。フード
メニューは、旬の食材を活かした「季節のおすすめ」メニ
ューをご用意しています。
　長年、本格的に修行を積んだシェフが、手作りにこだわ
った料理ですのできっとご満足頂けると思います。また、
カラオケ設備を設置したパーティー専用ルームもご用意し
ています。

ケータリングサービス

ワイン常時100種類以上

株式会社 フレスコ銀匠
〒252-0318　相模原市南区上鶴間本町7-2-35

：０１２０-５８-９１０４　　FAX：０４２-７０２-１０４１
E-mail：ginsho@fresco-g.co.jp

ワイン好きの方が
ゆっくりとくつろげるお店

ケータリングサービスのことなら
どんなことでもお任せ下さい。

わいん家 ぶどう亭
〒252-0242　相模原市中央区横山4-24-10 2F
☎：042-855-1111
営業時間：PM6:00～AM0:00
定 休 日：日曜・祭日　事前予約で営業致します

� ご紹介いただける事業所がございましたらご連絡をお願い致します。
� 連絡先　☎ 042‒753‒8131（総務課）会員増強展開中


